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土
地
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画
整
理
事
業
に
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づ
く
書
類
の
送
付
に
代
わ
る
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告�

　
　

三

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営
土
地
改
良

事
業
の
換
地
処
分
を
次
の
と
お
り
行
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

処
分
を
行
っ
た
地
区
の
名
称

　
　

気
仙
沼
地
区
田
の
沢
工
区

二　

処
分
の
年
月
日

　
　

令
和
二
年
十
一
月
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙

沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
四
六
号

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
舘
岡
一
八
番
五
地
先
か
ら

同
市
本
吉
町
津
谷
舘
岡
一
八
番
一
地
先
ま
で

前

一
四
・
七
～

�

一
五
・
二

�

一
六
・
三

後

一
四
・
八
～

�

一
五
・
三

�

一
六
・
三

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

石
巻
女
川
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
南
光
町
一
丁
目
六
番
二
地
先
か
ら

同
市
南
浜
町
四
丁
目
七
番
一
地
先
ま
で

　

　

Ａ

二
〇
・
六
～

�

四
〇
・
七

�

四
〇
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
、
Ｂ

及
び
Ｃ
は
、
関

係
図
面
に
表
示

す
る
敷
地
の
区

分
を
い
う
。

前
Ｂ

一
四
・
〇
～

�

一
八
・
〇

�

一
七
〇
・
〇

　

Ｃ
　

九
・
〇
～

�

四
三
・
〇

�

二
三
〇
・
〇

　

Ａ

二
〇
・
六
～

�

四
〇
・
七

�

四
〇
〇
・
〇
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後
Ｂ

一
四
・
〇
～

�

一
八
・
〇

�

一
七
〇
・
〇

　

Ｃ

一
六
・
七
～

�

三
三
・
三

�

一
〇
六
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙

沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
六
号

気
仙
沼
市
本
吉
町
津
谷
舘
岡
一
八
番
五
地
先
か
ら

同
市
本
吉
町
津
谷
舘
岡
一
八
番
一
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙

沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

馬
籠
東
和
線

気
仙
沼
市
本
吉
町
滝
沢
無
番
地
先
か
ら

同
市
本
吉
町
滝
沢
無
番
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

石
巻
女
川
線

石
巻
市
南
光
町
一
丁
目
六
番
二
地
先
か
ら

同
市
南
浜
町
四
丁
目
七
番
一
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

十
二
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
仙
台

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

利
府
中
イ
ン

タ
ー
線

塩
竈
市
字
伊
保
石
一
三
二
番
三
地
先
か
ら

同
市
字
庚
塚
二
一
六
番
一
地
先
ま
で

令
和
二
年

�

十
一
月
二
十
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
石
巻
広
域
都
市
計
画
を
次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　

な
お
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
に

つ
い
て
の
関
係
図
書
を
宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）
に
お
い
て
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

石
巻
広
域
都
市
計
画
公
園

　

２　

名
称

　
　
　

九
・
五
・
一
号
石
巻
南
浜
津
波
復
興
祈
念
公
園

二　

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

　

１　

追
加
す
る
部
分
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な
し

　

２　

廃
止
す
る
部
分

　
　
　

石
巻
市　

雲
雀
野
町
一
丁
目
の
一
部

雑

報

〇
気
仙
沼
市
長
か
ら
、
公
報
登
載
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

気
仙
沼
都
市
計
画
事
業
南
気
仙
沼
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い
て
、
次
の
者
に
対
す
る
土
地

区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
換
地
処
分
の
通
知
は
、
送
付
す

べ
き
場
所
を
確
知
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
同
法
第
百
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
書
類
の
送
付
に

か
え
て
そ
の
内
容
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

令
和
二
年
十
一
月
二
十
四
日

�

気
仙
沼
都
市
計
画
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

南
気
仙
沼
地
区
被
災
市
街
地
復
興
土
地
区
画
整
理
事
業　
　
　

�

施
行
者　

気
仙
沼
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

気
仙
沼
市
長　
　

菅　
　

原　
　
　
　
　

茂　
　
　

一　

書
類
の
送
付
を
受
け
る
べ
き
者
の
住
所
及
び
氏
名

　

１　

住
所　

宮
城
県
気
仙
沼
市
南
町
四
丁
目
三
番
十
三
号　

コ
ー
ポ
ス
テ
ラ
二
百
一
号

　
　
　

氏
名　

佐
川　

一
雄　

相
続
人　

佐
川　

雅
彦

　

２　

住
所　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
三
丁
目
二
番
十
五
号

　
　
　

氏
名　

株
式
会
社
Ｓ
Ｆ
Ｃ
Ｇ

二　

通
知
の
内
容

　

�　

土
地
区
画
整
理
法
第
百
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
気
仙
沼
都
市
計
画
事
業
南
気
仙
沼
地
区
被
災
市
街
地
復
興

土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地
計
画
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
別
添
図
書
の
通
り
換
地
処
分
を
し
ま
す
。

　
　

教
示

　

こ
の
通
知
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
宮

城
県
知
事
に
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
審
査
請
求
の
記
載
事
項
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年

法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
九
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）。

　

ま
た
、
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
こ
の
通
知
書
を
受
け
取
っ
た

日
（
そ
の
他
、
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
）
か
ら
六
月
以
内
に
、
気
仙
沼

市
を
被
告
と
し
て
、
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
別
添
図
書
は
掲
載
を
省
略
し
、
そ
れ
ら
を
宮
城
県
気
仙
沼
市
幸
町
二
丁
目
二
番
三
十
一
号
内
の
脇
消
防
屯
所

掲
示
場
に
お
い
て
掲
示
す
る
。


